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①流域の概要
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〇 相模川は富士山に源を発し、山梨県内では「桂川
かつらがわ

」と呼ばれる。山中湖
やまなかこ

から笹子川
ささごかわ

、葛野川
かずのかわ

などの支川を合

わせ、神奈川県に入り「相模川」と名を変える。上流は急峻な地形が特徴で、河岸段丘が見られる。相模湖
さ が み こ

、

津久井湖
つ く い こ

を経て、その下流に相模平野が広がる。中・下流域では、厚木市
あ つ ぎ し

、平塚市
ひらつかし

、茅ヶ崎市
ち が さ き し

等の市街化さ

れた地域に人口、及び JR 東海道線、国道 1 号、さがみ縦貫道などの首都圏を結ぶ鉄道・道路の主要幹線網が

集中している。 

〇 相模川流域では、 明治 40 年 8 月洪水、及び昭和 22 年 9 月のカスリーン台風による被災を受け、昭和 32 年

に相模川水系改修計画、昭和 36 年に相模川総合開発事業、昭和 41 年相模川水系工事実施基本計画が策定さ

れ、昭和 40 年に城山
しろやま

ダム、平成 13 年に宮ヶ瀬
み や が せ

ダムが完成した。 

〇 平成 19 年に相模川水系河川整備基本方針、平成 30 年に神奈川県と合同で相模川水系相模川・中津川
なかつかわ

河川整

備計画が策定された。その後、令和元年東日本台風で相模川本川で戦後最大規模の流量が観測された。相模

川本川からの氾濫はなかったものの、流域全域で浸水被害が発生した。なお、令和元年東日本台風では、宮

ヶ瀬ダムや城山ダム等の洪水調節施設により氾濫を防いでおり、今後気候変動に対応した運用が重要になる。

〇 上流部では富士山の溶岩流によって形成された山中湖や忍野八海
おしのはっかい

があり、富士山の伏流水が湧出する箇所も

多く、安定した流況となっている。河岸段丘が発達した渓谷では、コナラ・クリ等が分布し、渓流にはヤマ

メ・カジカ等が生息している。中流部は相模原
さがみはら

台地中津原
なかつはら

台地の間を流れ、クヌギ・コナラ等が分布し、カ

ワセミ等が生息している。下流部は市街化された地域を流れ、河床には瀬と淵が形成され、アユ等が生息し

ている。河口付近は、砂州が形成される汽水域の区間であり、3-4k の水際付近にヨシ原が多く、オオヨシキ

リの生息が確認されていることに加え、環境省の重要湿地に指定される干潟があり、シギ・チドリ類が渡り

の途中で利用している。 

①流域の概要 ポイント 相模川水系
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流域の概要 流域及び氾濫域の概要 相模川水系

流域図
流域面積（集水面積）：約1,680km2

幹川流路延長：約109km
流域内人口：約136万人
想定氾濫区域面積：約103km2

想定氾濫区域人口：約42万人
想定氾濫区域内資産額：7.5兆円
市町村：神奈川県10市2町1村

山梨県4市2町5村

厚木

河口

磯部

城山ダム

宮ヶ瀬ダム

相模ダム

道志ダム

相模川

桂川

中津川

道志川

鶴川

葛野川

笹子川

鹿留川 小鮎川

玉川

鳩川

鳩川

目久尻川

小出川

山梨県 神奈川県

相模川流域

〇 相模川は、源を富士山に発し、山中湖から笹子川、葛野川などの支川を合わせて山梨県東部を流れ、神奈川県の相模ダム、城山ダムを経て流路を南に転じ、
中津川などの支川を合わせ、神奈川県中央部を流下して相模湾に注ぐ。

〇 中流部（城山ダム下流）から下流部にかけて沿川に市街地が密集している。特に下流部の平野部に人口・資産が集中しており、一度氾濫すると甚大な被害が
発生する。

3

地質特性

降雨特性

• 地質は、支川笹子川合流点から上流域では、主に富士山の玄武岩質溶岩からなり、笹子川合流点から
相模ダムにかけての左岸域は、泥岩・千枚岩などの中生界から古第三系にかけての古い堆積岩で構成
されており、土砂の崩壊は比較的少ない。

• 一方、山中湖から支川中津川の右岸域は、凝灰岩・凝灰角礫岩等、新第三系の火成岩からなり、表層は
ロームで覆われており、土砂の崩壊は比較的多い。また、城山ダムから下流部は、第四系更新統の段丘
堆積物やローム、相模川や中津川からの沖積堆積物によって構成される。

• 上流部（富士山周辺）では、火山性の地質のため、透水
性が高く、降雨や降雪の多くが地下水として浸透し、豊
富な伏流水として湧出している。

図：相模川水系地質系統図
出典：関東地方土木地質図編纂委員会

• 流域の年平均降水量は約1,800mmであ
り、全国平均（1,700mm）と同程度。

• 富士山や丹沢山地で多雨傾向。

表：降水量の月別分布

月別降水量（海老名）
（昭和54年～令和5年）
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地形特性

• 城山ダム上流域は山地で1/10～1/200の急勾配の地形となっている。
• 城山ダムから厚木までの中流域は丘陵地・河岸段丘が発達し、1/200～1/500の

勾配となっている。
• 厚木から河口までの下流域では1/500～1/3,000の比較的緩やかな勾配の地形

で市街地が拡がっている。

<凡例>

城山ダム

宮ヶ瀬ダム

相模ダム

道志ダム

富士山

東京都

神奈川県

静岡県

山梨県

山中湖

河口湖

産業

図：相模川流域関
連市町村の産業別
就労人口の推移

• 神奈川県の第1次産業は都市近郊型の野菜や花卉の
栽培が中心であったが、就業者人口は徐々に減少。

• 京浜工業地帯の一翼として、湘南地域や相模川流域
の内陸部に工業地域が発達している。
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図：年間降雨量分布図

昭和54年～令和5年の平均値
（気象庁データを使用）
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⑧相模川下流（河口）⑦相模川下流(馬入橋、JR東海道相模川橋梁)⑥相模川下流(寒川取水堰、神川橋)

②相模川中流（城山ダム下流：小倉橋)

③相模川中流(昭和橋)

⑤相模川中流(三川合流地点)

④相模川中流(磯部頭首工)

〇 上流域（城山ダムより上流）は、山地が広がり、蒼竜峡や猿橋付近の渓谷美が見られる。
〇 中流域（城山ダム～厚木付近）は、丘陵地や河岸段丘が発達し、河原や湿地が形成される。河川敷は公園やキャンプ場として整備され、地域住民の憩いの場

となっている。
〇 下流域（厚木付近～相模湾河口）は、市街地が広がる平坦地で、工場や住宅が密集し、都市化が進行している。

流域図と地形
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流域の概要 流域の人口、交通、土地利用の状況 相模川水系
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• 相模川流域の関係市町村で見た場合に、
全体の人口は著しい増加を示している。

• 昭和35年に約70万人であった人口が昭和
40年には約95万にも達し、当時の5年間当
たりの伸びは30%以上（4.5万人/年）を示し
ている。

• 昭和50年以降は伸び率が低下したものの、
依然として増加傾向にあるが、近年は横ば
いである。

出典：国勢調査
※流域市町村人口は、相模川流域内の行政区域14市4町6村
（神奈川県：10市2町1村、山梨県：4市2町5村）から、神奈川県
伊勢原市、秦野市及び山梨県小菅村を除いた（流域内の区域
が山間部で小面積のため）、12市4町5村（神奈川県：8市2町1
村、山梨県：4市2町4村）の全区域の人口の合計。

• 相模ダムより上流の相模川沿いに中央自動
車道、国道20号、138号及び139号、JR中央
本線、富士急行線が併走し、富士山麓付近
には富士スバルライン、東富士五湖道路が
ある。

• 中下流域の相模川沿いは国道246号を幹線
としてそれに連絡する路線、そして相模川を
横断する路線が交通利用網の骨格をなし、
相模川を横断する東名高速道路は首都圏、
関西方面を結ぶ日本でも主要な幹線道路と
なっている。

• 南北方向には、相模川沿いにJR相模線、東
西方向にJR東海道線、小田急小田原線、相
模鉄道線が整備されている。さらに、相模原
市内ではリニア中央新幹線の神奈川県駅
（仮称）の整備も進められている。

図：相模川流域関連市町村の人口総数の変動

図：流域の主要な交通図
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〇 相模川流域内の人口は、約136万人である。人口密度は1km2当たり約800人であり、全国平均338人（令和2年度国勢調査）の2倍以上である。
〇 流域の陸路交通は、山梨県・神奈川県とも首都圏東京を結ぶ交通網が発達しているが、山梨県と神奈川県を結ぶ交通網が山地部という地形上の要因もあり、

山梨県では相模川沿いに交通網が形成されている。
〇 土地利用状況は、令和３年において山地・荒地が約81％、市街地が約14％、田・農地が約2％を占めている。中流部及び下流部には相模原市や平塚市などの

市街地が広がっており、人口・資産が集中している。

土地利用 • 田・農地は8％（昭和51年）から2％（令和3年）と減少傾向にあり、市街地は5％
（昭和51年）から14％（令和3年）と増加傾向にある。

明治後期

昭和51年（1976）

令和3年（2021）
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相模原市の居住誘導区域の設定 厚木市の居住誘導区域の設定

• 洪水浸水想定区域には、地域の拠点になっている箇所を含んでおり、既に多くの居住地を形成している。
• そのため、神奈川県の実施する河川改修や相模原市で行うハザードマップの配布等、ソフト・ハード面で

対策を実施している。今後は更なる防災対策を推進することを基本とし、居住誘導区域に含める。
• ただし、家屋倒壊等氾濫想定区域は、氾濫水の流れの力が大きく、家屋倒壊の危険があり、住民の生命

又は身体に大きな危害が生ずるおそれが見込まれるため、居住誘導区域から除外する。

• 厚木市における安全性のための取組方針に基づき、国、
県、市で連携したハード面での整備はもとより、 災害リ
スクのある地域からの移住や、住宅の災害対策に対す
る助成等によって防災・減災の取組を促し、さらには、住
民自らが命を守る行動をとるための自助の意識醸成や
共助の体制構築を図る取組を進める。

※厚木市HPより抜粋、一部加筆

厚木市における居住誘導区域設定のフロー

〇 相模原市では、令和2年3月に立地適正化計画を策定している。居住誘導区域を設定する上で、土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、災害危険区域、急傾斜地
崩壊危険区域、洪水浸水想定区域のうち家屋倒壊等氾濫想定区域を除外している。

〇 厚木市では、令和3年3月に立地適正化計画を策定している。居住誘導区域を設定する上で、土砂災害特別警戒区域、災害危険区域、急傾斜地崩壊危険区域、洪水浸
水想定区域のうち家屋倒壊等氾濫想定区域を除外している。

〇 平塚市等他の市町でも、立地適正化計画の策定に向け、検討が進められている。

流域の概要 立地適正化計画（相模原市、厚木市） 相模川水系

※相模原市HPより抜粋、一部加筆

都市部における主な災害ハザードの区域
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